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建設産業委員会
委員会レポート

◇
下
水
道
工
事
◇

　　
国
庫
補
助
事
業
の
要
望
確

定
に
よ
る
追
加
工
事
で
す
。

○
須
恵
地
区

　
　
　
　
　
管
渠
築
造
工
事

　
須
恵
区
の
松
ヶ
浦
地
区
で

ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ
印
刷
団
地

横
の
面
整
備
で
す
。

　
工
事
長
一
二
五
メ
ー
ト
ル
、

開
削
工
法
で
硬
質
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
管
二
〇
〇
ミ
リ
を
深
さ

一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
五
メ

ー
ト
ル
に
埋
設
す
る
も
の
で

す
。

　
人
孔
三
箇
所
、附
帯
工
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
一
番
田
地
区

　
　
　
　
　
管
渠
築
造
工
事

　
熊
本
橋
に
近
い
一
番
田
十

組
、
十
一
組
、
十
三
組
の
面

整
備
で
す
。

　
工
事
長
一
、〇
八
六
メ
ー

ト
ル
で
開
削
工
法
で
硬
質
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
管
二
〇
〇
ミ
リ

を
深
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
か

ら
二
メ
ー
ト
ル
に
埋
設
す
る

も
の
で
す
。

　
人
孔
三
五
箇
所
、附
帯
工

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
甲
植
木
地
区

　
　
　
　
　
管
渠
築
造
工
事

　
大
塚
池
よ
り
東
中
学
校
に

向
か
い
、筑
紫
野
〜
古
賀
線

の
高
架
手
前
ま
で
の
面
整
備

で
す
。

　
工
事
長
三
九
七
メ
ー
ト
ル

で
開
削
工
法
で
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
管
二
〇
〇
ミ
リ
を
深

さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
に
埋
設
す
る
も
の

で
す
。

　
人
孔
一
〇
箇
所
、マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
一
箇
所
、附
帯
工
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　○
実
施
設
計
測
量
業
務
委
託

　
甲
植
木
地
区
及
び
山
の
神

地
区
の
一
部
分
で
、委
託
面

積
一
四
・
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

測
量
面
積
一
四
・
七
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
設
計
延
長
四
、一

四
四
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
補
償
費

　
須
恵
地
区
、一
番
田
地
区
、

甲
植
木
地
区
の
管
渠
築
造
工

事
に
伴
う
水
道
管
切
替
工
事

の
補
償
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、二
億
三
千
二

百
万
円
、財
源
内
訳
と
し
て

は
、国
庫
補
助
金
五
千
八
百

万
円
、町
債
一
億
六
千
二
百

四
十
万
円
、一
般
財
源
一
千

百
六
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
水
道
工
事
◇

　
下
水
道
工
事
の
国
庫
補
助

事
業
の
追
加
工
事
に
併
せ
て

水
道
管
切
替
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。

　
須
恵
地
区
水
道
管
切
替
工

事
は
、工
事
長
七
三
メ
ー
ト

ル
、一
番
田
地
区
水
道
管
切

替
工
事
は
、工
事
長
一
、〇

一
四
メ
ー
ト
ル
、甲
植
木
地

区
水
道
管
切
替
工
事
は
、工

事
長
三
九
七
メ
ー
ト
ル
で
、

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
、ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
、ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
等
を
埋
設
し
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
施
工
前
に
水

道
に
係
る
仮
設
配
管
を
行
い
、

本
管
は
下
水
道
管
埋
設
後
に

下
水
道
掘
削
断
面
内
に
布
設

し
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
費
は
、三
千
九
百
万

円
、一
般
財
源
で
す
。

　
う
ち
、三
千
三
百
万
円
を

下
水
道
の
方
か
ら
の
補
償
費

と
し
て
受
け
入
れ
、工
事
施

工
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事

現場説明を受ける建設産業委員会
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総務文教委員会
委員会レポート

　
総
務
文
教
委
員
会
で
南
部

消
防
署
新
庁
舎
を
視
察
し
ま

し
た
。　

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
は
、

昭
和
四
十
八
年
に
須
恵
・
宇

美
・
志
免
の
南
部
三
町
の
組

合
で
設
立
し
、昭
和
六
十
一

年
、
粕
屋
・
篠
栗
・
久
山
の

中
部
が
加
入
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
に
は
中
部
消
防

庁
舎
が
自
治
会
館
を
兼
用
し

て
建
設
さ
れ
、現
在
は
二
つ

の
消
防
署
に
、十
一
台
の
消

防
車
、五
台
の
救
急
車
を
保

有
し
、百
三
十
三
名
の
署
員

が
、六
町（
総
面
積
一
四
五

・
七
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

総
人
口
約
十
八
万
人〔
約
六

万
六
千
世
帯
〕
）の
生
命
・

財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
は
、国
の
新
し
い
耐

震
基
準
に
合
わ
な
く
な
っ
た

こ
と
、老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
、数
回
の
増
築
に
よ
り
使

用
し
ず
ら
く
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
通
信
司
令
室
の
シ
ス
テ

ム
・
規
模
が
基
準
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
建

て
替
え
に
至
り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、面
積
規
模
も

拡
大
し
、通
信
指
令
室
は
全

国
的
に
も
有
数
の
シ
ス
テ
ム

・
規
模
を
導
入
し
、使
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
五
つ
の
ト
ラ
イ

・
七
つ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
」
と

称
し
て
平
日
の
九
時
か
ら
一

七
時
ま
で
、誰
で
も
自
由
に

見
学
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
申
し
込
め
ば
、「
シ

ア
タ
ー
・
地
震
体
験
・
風

体
験
・
消
火
体
験
・
煙
体
験
・

通
報
体
験
」
等
が
で
き
る
、

防
災
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

い
ま
す
。

〜
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
う

　
た
め
に
〜

　
先
般
、粕
屋
南
部
地
域
防

災
協
会
主
催
に
よ
る「
屋
内

消
火
栓
・
消
火
器
操
法
大
会
」

が
、中
部
消
防
署
に
お
い
て

延
べ
三
十
一
チ
ー
ム
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
大
会
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
電
気
的
除
細
動
）デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、電
気
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
心
臓
の
け
い
れ
ん
を

除
く
も
の
で
、安
全
な
機
械

の
開
発
に
よ
り
、一
般
の
人

で
も
講
習
を
受
け
る
と
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
須
恵
町
で
も
こ
の
機
械
を

購
入
し
、消
防
団
員
等
も
多

数
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
機
械
数
、受
講
者
数

と
も
に
少
な
い
の
で
、除
々

に
増
や
し
て
い
き
救
命
率
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

新
庁
舎
、国
内
有
数
の
シ
ス
テ
ム

を
完
備
し
て
完
成

粕屋南部消防署　新庁舎

南部消防署新庁舎　通信指令室

消火体験を行う総務文教委員

！


